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研究成果の概要（和文）：　本研究は、近現代日本における産業化と生活環境の相互関係を解明し、これからの社会が
、経済成長と環境維持のバランスをとるための知見を得ることを目的とした。その際、２０世紀前半の日本における都
市・農村複合型産業構造がもっていた経済的危機への対応力を再評価するために、農村工業として展開した愛知県の醸
造業と織物業を取り上げ、そこでの有力事業家が、雇用創出とインフラ整備などを通して、地域社会でのセーフティネ
ットの形成に重要な役割を果たしたことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）： This research has analyzed the correlation between industrialization and living 
environment in Japan from early modern to modern times, aiming to obtain suggestions for sustainable 
development with a balanced urban-rural composition in the future.In particular, in order to re-evaluate 
the structure of industrialization involving urban-rural interactions in Japan and its potential 
resilience to economic crises during the first half of the 20th century, we have focused upon the brewing 
and textile industries in Aichi Prefecture which developed initially as ‘rural’ industries. Our 
research has found out that, in those industries, leading entrepreneurs played an important role in the 
provision of safety-nets in the local community by means of job creation, building of infrastructure, and 
so on.

研究分野： 近現代日本社会経済史
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１．研究開始当初の背景 
 アメリカの金融危機の影響で、東海地域の
経済は大打撃を受けたが、それは、自動車関
連産業に特化しすぎた東海地域の産業構造
にも問題があった。近代日本の産業化は、大
都市部に主に立地した近代産業と農村部に
主に立地した在来産業が、バランスをとりな
がら成長を遂げ、都市大工業では主に農村か
らの出稼ぎ労働力、農村工業では主に周辺農
家の農閑期労働力が大きな役割を果たして
いた。むろん、第一次世界大戦期になると、
農村出自の労働者家族が都市で定住するよ
うになったが、恐慌の際には出身農村に戻る
など、都市労働者と農村との関係は残されて
いた。愛知県では１９３０年代後半からトヨ
タ自動車工業がある程度の量産体制に入っ
たが、農村に立地し、５０年代までは、周辺
農村からの労働力供給に依存していた。 
 そうした状況下では、恐慌で職を失った労
働者にも戻る場所があり、食料を自給できる
生活環境が残されていたと思われる。また、
高度成長期までの東海地域には、醸造業・織
物業・陶磁器業・機械工業などがバランスよ
く展開し、ある特定の産業が打撃を受けたと
しても、それを他の産業が雇用面などで吸収
する弾力性をもっていた。しかし、近年の急
速な自動車産業の発展の結果、様々な業種の
自動車関連産業への転換が進められ、自動車
産業への打撃が東海地域の経済全体への打
撃に直結するに至っている。しかも、そこで
の労働を、派遣会社が用意した宿舎を住居と
する派遣労働者が担っており、失職の際には、
彼らとその家族は収入と住居を同時に失う
とともに戻る場所もない状況に追い込まれ、
治安・健康・教育など社会的不安が増大した。 
 
２．研究の目的 
 申請者は、こうした現状に鑑み、かつての
日本が社会全体としてもっていた農家副業
や兼業、あるいは複数の産業がバランスよく
立地する産業構造を、経済的危機への対応力
から再評価すべきではないかと考え、今回の
研究課題を設定した。その場合の経済的危機
は、直接には、収入減と住環境の悪化として
生活者に現れるが、家計を通して食生活・健
康・教育へと波及し、生活環境全般に影響を
与えるため、多面的な分析が重要となる。そ
こで本研究では、経済史・経営史に加え、教
育史・建築史・歴史地理・社会学などの研究
者による学際的な研究を試みる。 
 
３．研究の方法 
 東海地域の都市・農村複合型産業化の事例
として、醸造業・織物業を取り上げ、醸造業
は知多半島、織物業は尾張西部（尾西）の実
地調査を行い、消費市場である名古屋市域も
含め、それら地域の生活環境の変容を分析す
る。醸造業に関しては、知多半島の半田の醸
造家の大量の史料群を共同で整理・分析する
とともに、知多半島全体の生活環境の変容に

関して研究する。織物業に関しては、尾西の
一宮の呉服太物商の史料群と建造物を共同
で調査・分析するとともに、伝統的な一宮の
定期市の調査も含めて、尾西地域の生活環境 
の変容に関して研究する。そして、大消費地
であった名古屋市域に尾張西部の織物製品
や知多半島の醸造品が流入することで、生活
環境がいかに変容したかを、百貨店の活動と
も関連させて分析する。これらの研究成果を
メンバーが共有するための研究会を名古屋
と東京で定期的に開催し、最終年度に研究成
果を発表する。 
 
４．研究成果 
 第一の研究課題である愛知県半田の醸造
家の共同調査は、研究期間内に１０数回の調
査を実施するとともに、研究も並行して進め、
その研究成果を社会経済史学会大会のパネ
ル・ディスカッションで報告するとともに、
学術雑誌『社会経済史学』で発表した。さら
にその他のメンバーの研究成果も合わせて、
全体として共著書にまとめて、平成２７年度
に刊行される予定である。そこでは、地域志
向性と家業志向性から醸造家の経営展開を
まとめるとともに、その経営展開や投資行
動・寄付を通じての地域貢献などが地域経済
に与えた影響について主に論じた。 
 第二の研究課題である愛知県一宮の織物
業産地の共同調査は、研究期間内に１０回程
度の調査を実施するとともに、研究も並行し
て進め、その研究成果の一部を学会大会で報
告したり、学術雑誌に掲載したりした。特に、
尾西産の毛織物類が名古屋市に移出され、百
貨店などで販売される一方、名古屋の百貨店
から尾西の織物業者が女工のための綿織物
を名古屋の百貨店からまとめて購入してお
り、大都市名古屋と周辺農村が、双方向の衣
類の流通を通して密接に関連があったこと
が明らかにされた。 
 こうした名古屋の百貨店の動きは、研究代
表者が松坂屋を素材として分析し、名古屋の
大都市化による消費需要の急速な高まりが、
百貨店の大衆化を導き、消費が流通のあり方
を変えていく模様を明らかにした。 
 第三の研究課題である愛知県域の文献・物
体調査は、第一の研究課題の醸造業が食文化、
第二の研究課題の織物業が衣料文化に関連
していたので、残る住環境に関連する産業と
して陶磁器産業に関連する学際的な文献・物
体調査を行った。愛知県には、名古屋市・瀬
戸市・常滑市にそれぞれ重要な陶磁器産地が
存在していており、いずれの産地について実
地調査を行った。 
名古屋市では、ノリタケ資料室、名古屋市

陶磁器会館、陶磁器センタービルで文献・物
体調査を行い、そこに所蔵されている膨大な
史料群を整理した。瀬戸市では、愛知県陶磁
器工業協同組合で文献調査を行うとともに、
原料陶土の採掘場や陶磁器製造工場の見学
や業界関係者の聞き取りも行った。そして常



滑市では、トンネル窯の見学、ミュージアム
の見学などにより、常滑陶磁器産業の歴史と
現状を学んだ。これらの陶磁器産業の実地調
査を通して、醸造業・織物業のみでなく陶磁
器業の史料群も多数発見できたので、今後は
こうした衣食住関連産業の研究を第二次世
界大戦後まで視野に入れて行うことで、大都
市名古屋の大衆消費社会化との関連を解明
できる見通しをつけることができた。それが
今後の課題となろう。 
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